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風水害に備えましょう 問　危機管理課（☎62-1190）
　台風や大雨といった風水害は、ある程度襲来時期や規模を予測することができます。風水害による被害を最
小限に食い止めるため、普段から万全の備えをしましょう。

避難指示が発令されたら「危険な場所から全員避難」
　災害発生の危険が高まり、避難行動を促す必要があると判断した場合は、市から避難情報を発令します。警
戒レベル4「避難指示」が発令されたら、危険な場所にいる人は全員避難する必要があります。
警戒レベル 名称 とるべき行動

5 緊急安全確保 命の危険があります。身の安全を可能な限り確保してください。

警戒レベル4までに全員避難

4 避難指示 全員が安全な避難場所へ避難してください。

3 高齢者等避難
避難に時間を要する人とその支援者は安全な避難場所へ避難してくだ
さい。
全員がいつでも避難できるように準備しましょう。

2 大雨・洪水・
高潮注意報 避難に備え、ハザードマップなどにより、自ら避難行動を確認しましょう。

1 早期注意情報 災害への心構えを高めましょう。

　マイ・タイムラインとは、風水害に
より、これから起こるかもしれない災
害に対して「いつ」、「何をするのか」
を整理した個人や家族の防災計画で
す。あらかじめまとめておくこと
で、自分自身のチェックリストや判
断のサポートツールとして役立ちま
す。

ハザードマップを確認しましょう　
　▶水害ハザードマップ…1002813　▶高潮ハザードマップ…1012441

①浸水深、浸水範囲を確認
　ハザードマップには河川の洪水や内水氾濫（水路や下水道
が排水しきれなくなることで生じる氾濫）、台風による高潮な
どによって生じる浸水の範囲や深さが色で示されています。
事前に自宅や学校、職場周辺の水害リスクを確認しておきま
しょう。
②早期に立ち退き避難が必要な区域を確認
　浸水深が建物の最上階を超えるような地域や、洪水時に家
屋が流出・倒壊などのおそれがある区域（家屋倒壊等氾濫想定
区域）は、屋内避難による安全が確保できないため、早期の
立ち退きが必要です。
③避難場所や避難ルートを確認
　安全を確保するためには、避難所に限らず、在宅避難や親戚・友人宅、ホテルなどさまざまな避難先を検討
することが大切です。また、事前に最も安全な避難ルートを確認しておきましょう。

マイ・タイムライン（作成例）
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マイ・タイムラインを作成しましょう　　 1012670


